
■「柏市立柏病院経営強化プラン（案）」へのパブリックコメント実施結果

NO. 意見 市の考え方

1

柏市立病院の現地建て替え計画についての全面的な見直しを提案します。

老朽化への対応としては現建物を取り壊したうえで診療所を設ける。三協フロンテアが販売しているような構造物を設置し、診療所として家賃、水

光熱費を10年間無償で柏医師会へ運営委託する（委託費はゼロ）。

その理由は以下の通り

１）柏市内には既に総合病院が３つ存在（慈恵医大、厚生病院、名戸ヶ谷病院）し、今後人口減少が予想される中、

　　民業圧迫につながる病院継続はいかがなものか。

２）柏市の財政圧迫につながる病院運営は果たして必要なのでしょうか。

３）現在の立地で医師、看護師などのスタッフの確保が継続的に可能なのでしょうか。

その他将来に重い負担を残す可能性の高い建て替え事業は中止を含めた見直しが必要と考えます。

柏市立柏病院経営強化プラン（案）（以下「経営強化プラン（案）」という。）には，柏市立柏病院の役割

を「小児二次医療提供体制の整備」，「急性期医療の提供」，「在宅復帰支援」，「日常的疾患への対

応」，「セーフティーネットの医療」とし，公立病院として，地域医療の課題解決に向けて取組を実施する

こととしています。

また，新病院開院前（令和9年度）までの期間を対象としていることから，新病院開院までの経営強化のス

テップアップとし，持続可能な地域医療提供体制を確保していくためにも，安定的な病院運営を継続してい

けるよう，経営強化プラン（案）に示す目標の達成を目指すこととしています。

公立病院は独立採算が原則であり，病院運営にかかる費用は収益を充てることが基本とされる仕組みとなっ

ており，病院建替えによる多額の建設費負担に耐えられる経営基盤の確立が重要であることから，経営強化

プランにより，経営改善に取り組むこととしています。

なお，医師・看護師などの職員については，必要数を満たしています。

病院の建替えに関するご意見につきましては，参考とさせていただきます。

2

強化プランにある通り小児救急の体制の強化を望みます。けいれん重積の初期対応、頭部打撲等の外傷や、外科的対応もしてもらえると良いなと思

います。

脳卒中対応についての記載もありましたが、現在の柏市立柏病院では脳外科の医師がおらず、掛かり付けであっても脳血管障害疑いや頭部外傷は別

の病院に行かなければならないので、対応改善を望みます。

救急体制について、柏市立柏病院は東葛北部メディカルコントロール協議会の構成病院として、救急現場で活動する救急救命士に対して指導医が指

示する病院なのですが、連絡体制が整っておらず、心肺停止患者等重症患者対応の際に医師からの指示に時間が掛かり、もしくは医師に繋がらず指

示をもらえないため、掛かり付けや搬送希望の患者や家族に明らかに不利益が出る体制です。

夜間帯の救急受け入れは事務当直の方（非医療従事者）が内容を聞き、当直医に内容を伝えて受け入れの可否を判断するので、やはり時間を要しま

す。

柏市立柏病院の近隣にお住いの方のための現地建て替えであることを考えれば、近隣にお住いの方が安心して迅速に受け入れのができる救急体制の

構築、強化を望みます。

小児救急体制の強化につきましては，経営強化プラン（案）において，現状の小児外来診療に加え，不採算

である小児二次救急体制の整備により，市内における小児二次医療の充足に貢献することを位置付けていま

す。

毎週火，水，木曜日の夜間，小児科医を配置しているほか，小児外科の非常勤医師を採用し，月に２回，外

来診療を行っております。

また，脳卒中及び救急対応につきましては，経営強化プラン（案）において，救急受入体制の拡充を図りな

がら，二次救急を主体とした急性期医療の提供に継続して取り組み，今後，脳血管系疾患等の患者の増加が

予測されることから，診療体制の充実を図ることとしています。

なお，今後，脳神経外科の医師を招へいするとともに，救急体制については，医師・看護師が直接救急隊か

らの連絡に対応する時間帯を設けるなどの改善を図るなど，より迅速に救急患者を受け入れられるよう強化

に努めます。

3

新柏市立柏病院が誕生するときは，病名について詳しく勉強するところがあり，日本ではどんな活動をして患者をホローしているか知りたいし，そ

んな部署を作ってほしいです。

そして，柏市立柏病院として「網膜中心動脈閉塞症」の左眼を失明しない1時間の道筋をつくって頂きたいのです。急いでほしいです。どうぞ，よ

ろしくお願いをいたします。

医療機能については，経営強化プラン（案）において，広報かしわや市のホームページへの掲載等を通じ

て，地域住民へ広く周知を行うこととしています。

現病院でも，外来待合内に「患者支援コーナー」を設置しており，診療科の案内などの相談に応じています

が，新病院では，さらに，相談機能を拡大・集約させる予定です。

また，入退院の手続きや手術・検査の説明などの病院内のことのほか，他の医療機関や介護福祉関係機関へ

の紹介なども含めて相談機能を一元化することで，患者様にとってわかりやすい窓口を目指します。相談窓

口は，病名について詳しく勉強する場ではございませんが，患者様やご家族の方々の不安が少しでも解消で

きるような温かい対応を心がけていきます。

部署設置や診療機能に関するご意見につきましては，参考とさせていただきます。


